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目的 
岡山市民がこころの健康についてどのように受け止めているのか現状を知ることによっ

て、令和 4 年度の自殺対策計画策定のための資料とし、加えて COVID-19 がこころの健康

へどのような影響を与えているのか把握することで、自殺予防対策を含む総合的なこころ

の健康づくりを進める基礎資料を得ることを目的とした。 
また COVID-19 感染拡大以降女性の自殺率の上昇があり、その要因の一つとして以下の

ような仮説を立てた。ストレスの解消法・悩みへの解決法に性差があり、COVID-19 感染拡

大によって女性が多く用いる対処法が阻害されているのではないか、COVID-19 感染拡大

以降男性よりも女性の方がより高い抑うつ傾向を示すのではないか。これらの仮説につい

て検証を行った。 
 

 
Ⅰ 方法 
１．対象者 
 岡山市内在住の 15～89 歳の範囲で無作為抽出した 3,000 名を調査対象とした。調査対象

者に郵送で調査票を配布した。調査票は令和 3 年 9 月 6 日に郵送された。回答は調査票へ

直接記入して返送又は、調査票に記載の URL からアンケートフォームへの回答のいずれか

で行った。 
令和 4 年 10 月 31 日までに返送された調査票と令和 4 年 10 月 17 日までに WEB で回答

されたものを本報告書の分析対象とした。 
２．調査票 

調査票はこころの健康及び自殺に対する意識や理解に関する項目、コロナ禍における行

動の変化等について以下の項目から構成している： 
1）基本属性（質問 16~23） 
2)こころの健康に関する関心（質問 1） 
3)こころの健康に関する情報源（質問 2・3） 
4)ストレスの解消と相談行動について（質問 4・5） 
5)主観的幸福感とソーシャルキャピタルについて（質問 6） 
6)メンタルヘルス、自殺関連行動についての意識と理解（質問 7・8・9） 
7)新型コロナウィルス感染症拡大後の行動の変化（質問 10） 
8)こころの健康状態（質問 11・12） 
9)新型コロナウィルス感染症の拡大前後の希死念慮（質問 13・14） 
10)新型コロナウィルス感染症の拡大後のストレス対処法の変化（質問 15） 

こころの健康状態については K6 ならびに WHO-5 精神健康状態表簡易版（S-WHO-5）
を用いて評価した。 

K6 は米国の Kessler ら（2002）によって､うつ病･不安障害などの精神疾患をスクリーニ



ングすることを目的として開発され､一般住民を対象とした調査で心理的ストレスを含む

何らかの精神的な問題の程度を表す指標として広く利用されている｡6 項目(5 件法)で構成

されており､合計点が高いほど精神的な問題がより重い可能性があるとされているが､今回

は心理的ストレス反応相当とされる 5 点､気分･不安障害相当とされる 10 点､重症精神障害

相当とされる 13 点の中で心理的ストレス反応相当とされる 5 点をカットオフ値とした。 
S-WHO-5-J は世界保健機関（WHO）により開発された「WHO-5 精神的健康状態表」（6

件法）をより利便性の高い検査とするために 4 件法にしたものである。最近 2 週間におけ

る気分状態を尋ねる 5 項目から構成され、精神的健康を評価し、潜在的に精神疾患を有す

る者や今後疾患に移行するリスクがある者をスクリーニングすることができる。稲垣他

（2013）をもとに項目得点を反転させて加算することでスコアを算出し、川崎市こころの

健康に関する意識調査（2020）にならって 5 点をカットオフ値に設定し、5 点以下を「精神

的健康悪化の状態」とした。 
 
Ⅱ 結果 

調査票を郵送した 3,000 名のうち、1,312 名（男性 493 名、女性 775 名、その他の性 3
名、性別未回答 41 名）の回答を得た（回収率 43.7%）。そのうち WEB 回答は 314 名（23.9％）

であった。 
 
1)基本属性 
 性別の比率は 6:4 で女性が多かった。年齢は｢40 代｣が最多で｢10 代｣が最も少なく､次 
に｢20 代｣｢80 代以上｣が少なかった。居住年数は｢20 年以上｣が 7 割を超えていた（72.6％）｡ 
家族構成は｢2 世帯(親と子)｣が 4 割（40.0％）､｢夫婦のみ｣が 3 割（31.2％）と全体の 7 割｡ 
職業は｢正規職員・従業員｣が 3 割（31.9％）､｢無職｣が 2 割（23.4％）､｢ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ｣｢専業

主婦･主夫｣（12.6％・9.9％）がほぼ並び全体の 1 割であった｡（表１） 
2)こころの健康に対する関心(質問 1) 
 「高い関心がある」と「やや関心がある」と回答した人が約 7 割（68.0％）であった。 
3)こころの健康に関する情報源（質問 2・3） 

こころの健康に関する情報源【質問 2】は「家族・友人・同僚からの情報」（43.8%）、「テ 
レビ」（40.7%）、「ネットやソーシャルメディアのニュース」（36.1%）が上位であった。そ

の中で最も信頼する情報【質問 3】は「家族・友人・同僚からの情報」（23.7%）が最多であ

った。 
こころの健康に関する情報源の数について、性別でみた場合、男性の約 2 割（19.3%）が

「情報源なし」と回答し、 女性（12.0%）と比べてその割合が高かった。女性の方が、男性

よりも多くの情報源を持つ傾向を示していた。 
こころの健康に関する情報源は年代によって大きく異なり、10 代から 60 代までのメン

タルヘルスに関する情報源として最も多かったのは、「ネットやソーシャルメディアのニュ



ース」であり、70 代以上は「テレビ」であった。60 代以上では「新聞」が上位 3 位に入っ

ていたが、「ネットやソーシャルメディアのニュース」は上位 3 位に含まれていなかった。

（表 2） 
 その中で最も信頼する情報について、10 代、40 代、60 代、70 代、80 代では「家族・友

人・同僚からの情報」（それぞれ 20.3%, 26.0%, 24.4%, 28.7%, 38.9%）、20 代、30 代、50
代では「ネットやソーシャルメディアのニュース」（それぞれ 32.6%, 30.6%, 19.8%）が最

も参考にする（信頼する）情報源であった。（表 3） 
4)ストレスの解消と相談先について（質問 4・5） 

不安やストレスの解消の程度について【質問 4】「できている｣と｢まあできている｣の人 
で約 6 割(63.3%)を占めていた｡ 

悩みやストレスの相談先について【質問 5】は｢家族｣(64.6%)､｢友人･知人｣(51.4%)に相談

すると回答した人が多かった｡約 1 割(12.4%)の人が､｢相談する必要はないので誰にも相談

しない｣と回答していた｡ 
 悩みやストレスの相談先について、男女ともに「家族」に相談すると回答した人が最多（女

性 68.8%男性 59.8％）であった。ついで「友人・知人」（女性 62.5％男性 35.3%）に相談す

ると回答した人が多かった。次に女性は「病院・診療所の医師に相談する（10.7％）と回答

した人が多く、男性は「相談する必要はないので誰にも相談しない（18.3％）と回答した人

が多かった。（表 4） 
悩みやストレスの相談先の数について、男性よりも女性の方が多くの相談先を持ってい

る傾向を示していた。2 つ以上の相談先がある人は（女性 54.1%男性 35.5%）であった。ま

た、「相談先なし」は、女性（10.8%）に比べて男性（25.0%）の方が多かった。 
5)主観的幸福感とソーシャルキャピタルについて（質問 6） 

自分は幸福である【質問 6-1】について「そう思う」｢どちらかといえばそう思う｣が約 8
割(78.2%)であった｡ 

一般的に人は信頼できる【質問 6-2】について｢そう思う｣と｢どちらかといえばそう思う｣

が約半数(54.7%)であった｡ 
地域の人を信頼できる【質問 6-3】について｢そう思う｣と｢どちらかといえばそう思う｣が

約半数弱（47.5％）であった｡ 
地域の人は､多くの場合､他の人の役に立とうとする【質問 6-4】について｢そう思う｣と｢ど

ちらかといえばそう思う｣が 4 割（40.9％）であった｡ 
この地域の役に立ちたい【質問 6-5】について｢そう思う｣と｢どちらかといえばそう思う｣

が約半数(52.9%)であった｡ 
この地域の一員であると実感できる【質問 6-6】について｢そう思う｣と｢どちらかといえ

ばそう思う｣が約 4 割(43.4%)であった｡ 
この地域の中でのつながりを大事にしたい【質問 6-7】について｢そう思う｣と｢どちらか

というとそう思う｣が約 6 割（59.2%）であった。 



今後もこの地域に住み続けたい【質問 6-8】について｢そう思う｣と｢どちらかといえばそ

う思う｣が 6 割以上(65.7%)であった｡ 
6)メンタルヘルス、自殺関連行動についての意識と理解（質問 7･8･9） 
 周囲に気がかりな人がいた場合の対応について【質問 7】について｢とりあえず声をかけ

て話を聞く｣が約 7 割（66.9％）であった｡ 
こころの健康問題（精神疾患）は生活習慣病と同じように、誰もがかかりうる病気だ【質

問 8-1】について｢そう思う｣と「どちらかといえばそう思う」が約 9 割弱(87.3%)であった。 
こころの健康問題（精神疾患）は早期に適切な治療や支援を受ければ多くは改善する【質

問 8-2】について｢そう思う｣と｢どちらかといえばそう思う｣が 8 割弱(77.1%)であった。 
 自殺に関する質問では生死は最終的に本人の判断に任せるべきだ【質問 9-1】について、 
｢そう思う｣ (16.8%)､ ｢どちらかといえばそう思う｣(18.7%)､｢どちらともいえない｣(27.2%)､ 
｢どちらかといえばそう思わない｣(12.2%)､｢そう思わない｣(25.1%)であった｡ 

自殺せずに生きていれば良いことがある【質問 9-2】について｢そう思う｣と｢どちらかと

いえばそう思う｣が約 7 割(70.7%)であった。 
自殺する人は、直前まで実行するかやめるか気持ちが揺れ動いている【質問 9-3】につい

て｢そう思う｣と｢どちらかといえばそう思う｣が約 7 割(71.2%)であった｡ 
責任をとって自殺をすることは仕方がない【質問 9-4】について｢そう思わない｣と｢どち

らかといえばそう思わない｣で合わせて 75.2%であり､4 人のうち 3 人は｢責任をとって自殺

をすることは仕方がない｣ということに否定的な回答をしていた｡ 
自殺は、その多くが防ぐことのできる社会的な問題である【質問 9-5】について｢そう思

う｣と｢どちらかといえばそう思う｣が 7 割弱(68.0%)であった｡ 
7)新型コロナウィルス感染症拡大後の行動の変化（質問 10） 
 食事の量【質問 10-1】について｢増えた｣(4.0%)､｢やや増えた｣(13.5%)､｢変化なし｣(69.3%)､ 
｢やや減った｣(10.1%)､｢減った｣(3.1%)であった｡ 

睡眠時間（質問 10-2）｢増えた｣(2.8%)､｢やや増えた｣(8.8%)､｢変化なし｣(71.4%)､｢やや減

った｣(12.6%)､｢減った｣(4.4%)であった｡ 
運動量【質問 10-3】について｢増えた｣と｢やや増えた｣ で 6.6%､ ｢減った｣と｢やや減った｣

で 47.5%であり､減る傾向の回答の割合の方が増える傾向の回答の割合よりも多かった｡ 
飲酒量【質問 10-4】について｢増えた｣と｢やや増えた｣で 9.8%､｢減った｣と｢やや減った｣

で 13.1%であり､減る傾向の回答の割合の方が増える傾向の回答の割合よりも多かった｡ 
喫煙量について【質問 10-5】について｢増えた｣と｢やや増えた｣で 3.7%､｢減った｣と｢やや

減った｣で 1.6%であり､増える傾向の回答の割合の方が減る傾向の回答の割合よりも多かっ

た｡ 
カフェイン摂取量【質問 10-6】について｢増えた｣と｢やや増えた｣で 14.3%､｢減った｣と｢や

や減った｣で 6.1%であり､増える傾向の回答の割合の方が減る傾向の回答の割合よりも多か

った｡ 



ゲームをする時間【質問 10-7】について｢増えた｣と｢やや増えた｣で 19.5%､｢減った｣と｢や

や減った｣で 3.7%であり､増える傾向の回答の割合の方が減る傾向の回答の割合よりも多か

った｡ 
8)こころの健康状態（質問 11・12） 

K6【質問 11】について K6 得点が 5 点以上の「心に何らかの負担を抱えている状態（心

理的ストレス反応相当）」に 45.3%が該当した。 
  S-WHO-5-J【質問 12】について｢精神的健康悪化の状態｣(25.3%)､｢平常｣(74.7%)であり､

4 人に 1 人が｢精神的健康悪化の状態｣であった｡ 
K6 得点が 5 点以上の「心に何らかの負担を抱えている状態」に該当する割合は男性

（42.0％）よりも女性（47.1％）の方がやや高い傾向を示した。（表 5） 
WHO-5 精神健康状態表簡易版（S-WHO-5-J）の精神状態悪化の状態の該当割合について

男性（24.4％）、女性（26.1％）と男女差は認められなかった。（表 6） 
9)新型コロナウィルス感染症の拡大前後の希死念慮（質問 13・14） 

  新型コロナ感染症の拡大以降（2020 年 3 月～現在）死んでしまいたいと思ったことはあ

りますか【質問 13】について「あり」と答えた人数は 99 名（7.6％）であった。 
新型コロナ感染症の拡大前（2020 年 3 月以前）に死んでしまいたいと思ったことはあり

ますか【質問 14】について「あり」と答えた人は 181 名（14.0％）であった。 
COVID-19 感染拡大後に初めて希死念慮を持った人は、21 名／1,294 名（1.62%）であっ

た。 
10)新型コロナウィルス感染症の拡大後のストレス対処法の変化（質問 15） 

  日常生活の不満、悩み、苦労、ストレス等を解消するために、あなたはどのようなことを

しているか、あてはまるものを全て選んでください【質問 15-1】について｢好きなものや美

味しいものを食べる｣(60.7%)､｢人に話を聞いてもらう｣(55.6%)､｢睡眠をとる｣(49.2%)が上

位であった｡ 
新型コロナ感染症の拡大前（2020 年 3 月以前）と比べ、回数が減った、またはしなくな

ったストレス等解消法を選んでください（○はいくつでも）【質問 15-2】について｢人と食

事に行く｣(60.0%)､｢旅行｣(51.6%)､｢人とお茶をしに行く｣(42.3%)が上位であった｡ 
新型コロナ感染症の拡大前（2020 年 3 月以前）と比べ、回数が増えたストレス等解消法

を選んでください（○はいくつでも）【質問 15-3】について｢ゲームをする･動画･映画･テレ

ビを見る｣(37.3%)､｢好きなものや美味しいものを食べる｣(27.8%)､｢睡眠をとる｣(22.9%)が
上位だった｡（表 7） 
 日常のコーピング方略【質問 15-1】について、女性が有意に多く回答している方略は「好

きな物や美味しいものを食べる」（女性 69.0％男性 51.3％）「人に話を聞いてもらう」（女性

67.9％39.6％）「買い物をする（ネット以外）」（女性 36.7％男性 18.3％）「人と食事に行く」

（女性 32.8％男性 21.3％）「人とお茶をしに行く」（女性 27.4％男性 21.3％）であった。 
男性が有意に多く回答している方略は「運動をする」（女性 26.1％男性 42.4％）「お酒を



飲む」（女性 16.1％男性 34.7％）「人と飲みに行く」（女性 9.68％男性 13.4％）であった。

（表 8） 
日常コーピングの方略数については、男性よりも女性の方が有意により多くのストレス

解消法に取り組んでいた。 
回答者全体の集計結果   

  調査結果の詳細については別添資料（岡山市こころの健康に関する意識調査集計結果

報告書：岡山大学大学院医歯薬学総合研究科疫学・衛生学分野）のとおり。 
 

Ⅲ 考察 
 回答者の 7 割はこころの健康に対して関心を持っていた。情報源は年齢層によって異な

っており、こころの健康に関する情報源には年代による違いが認められ、60 歳未満で一番

多く利用されているのが「ネットやソーシャルメディアのニュース」であるのに対し、60 代

以降の世代では「テレビ」であり、普及啓発をしていく際に、対象によって広報に活用する

媒体を適切に組み合わせていく必要があると考える。 
ストレス解消は 6 割の人が「できている」と答えた一方で、こころの健康についての質問

では「心理的ストレス反応相当」に 45.3％が該当していた。 
 悩みやストレスの相談先については「相談したいが、誰にも相談できない」（5.2%）「相談

したいがどこに相談したらよいかわからない」（4.6％）も含めて、「誰にも相談しない」と

回答した人が 2 割を超えていた。 
COVID-19 感染拡大後の活動の変化については（運動量）は減少した人の方が多く、（カ

フェイン摂取量）（ゲームをする時間）は増加したと答える人の方が多かった。 
 自殺に関する質問では、年代差が認められ、若年層の 6 割が「生死は本人の判断に任せる

べき」と考えており、それ以外の質問では「どちらともいえない」の割合が 24%～30%を占

めている。又若年層の 9 割以上が「心の健康問題は誰もがかかりうる病気である」と思って

いるものの、「早期治療で多くは改善する」と思っているのは 7 割弱にとどまっている。 
女性の自殺率上昇の一要因として立てた 3 つの仮説については以下の通りである。①ス

トレスの解消法・悩みへの解決法に性差があり、②COVID-19 感染拡大によって女性が多

く用いる対処法が阻害されているのではないか、③COVID-19 感染拡大以降男性よりも女

性の方がより高い抑うつ傾向を示すのではないか。 
①について悩みストレスの相談先について女性の方が多くの相談先を持っていた。また

相談する相手については、「家族に相談する」「友人・知人に相談する」は女性の方が有意に

多く、「相談する必要はないので、だれにも相談しない」は男性に有意に多かった。このこ

とから女性の方が相談行動を積極的に取る傾向があった。 
②について日常におけるストレス対処方略の選択肢についても男性よりも女性の方が多

く持っていた。どのようなストレス対処方略を用いるかについて性差が認められ、「人に話

を聞いてもらう」「人と食事に行く」「人とお茶をしに行く」「買い物をする（ネットショッ



ピング以外）」は有意に女性の方が多かった。一方「運動をする」「お酒を飲む」「人と飲み

に行く」は有意に男性の方が多かった。COVID-19 感染拡大後に減少したストレス対処方

略は、多い方から順に「人と食事に行く」「旅行」「人とお茶をしに行く」「人と飲みに行く」

「買い物をする（ネット以外）」「人に話を聞いてもらう」「運動する」であった。COVID-19
の感染拡大防止の観点から対人接触を避けること、行動を抑制することの推奨により、女性

が有意に行っていたストレス対処方略が使用しにくくなったと推測される。 
ストレス対処において多くの選択肢を持つことは対処方略が限定されず、場合によって

代替できるという点において望ましいことと思われる。日常的な対処方略数は女性の方が

多く持っていたものの、その多くは COVID-19 感染拡大によって制限を受けたと推察され

る。ストレス対処において COVID-19 感染拡大の影響をより多く受けたのは女性と言える

のではないかと考える。 
③についてこころの健康状態について K6 得点が 5 点以上の「心に何らかの負担を抱えて

いる状態」に該当する割合は男性（42.0％）よりも女性（47.1％）の方がやや高い傾向を示

した。ただし、平成 28 年に実施された厚生労働省の調査結果（224,208 世帯回収）におけ

る 5 点以上に該当する割合は男性（29.7％）、女性（34.8％）であり、同様に女性の方がや

や高い結果が出ている。感染拡大以前と比較して K6 得点該当割合の男女差に変化はなく、

本調査での WHO-5 精神健康状態表簡易版（S-WHO-5-J）の精神状態悪化の状態の該当割

合についても性差は認められなかったため、COVID-19 感染拡大以降男性よりも女性によ

りストレス負荷がかかったとは言えなかった。 
 
 
Ⅳ. まとめ 

本調査は岡山市内在住の 15～89 歳の範囲で無作為抽出した市民を調査対象として、ここ

ろの健康や自殺対策に関する実態把握を試みた。また COVID-19 感染拡大以降女性の自殺

率の上昇の要因の一つとして、相談行動とストレス対処方略における性差について仮説を

立て検証を行った。実施時期が 2021（令和 3）年 9 月から 10 月であり、COVID-19 感染拡

大（2020 年 3 月）が始まって 1 年半が経過した状況下での実施となった。 
調査結果から、こころの健康に関する情報源には年代差が認められ、相談行動やストレス

対処方略には性差が認められた。悩みやストレスの対処方略は男性よりも女性が多く持っ

ており、その多くは COVID-19 感染拡大によって阻害されるものであったものの、COVID-
19 感染拡大以降の女性の自殺率の上昇の要因と言えるものは本調査では確認できなかった。

COVID-19 感染拡大と女性の自殺率上昇との関連については更なる調査が求められる。 
  
本報告書は岡山市から委託を受け、株式会社両備システムズが回答結果の入力を、岡山 

大学大学院医歯薬学総合研究科疫学・衛生学分野が調査データの集計、分析を担当した【集

計結果報告書】を元に作成した。 
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〇性別（質問16）

n %
男性 493 38.8
女性 775 61.0
その他 3 0.2
未回答・誤回答 41
合計（未回答・誤回答を除外） 1271 100.0
〇年齢（質問17）

n %
15-19歳 66 5.2
20-29歳 98 7.7
30-39歳 143 11.2
40-49歳 221 17.4
50-59歳 210 16.5
60-69歳 207 16.3
70-79歳 204 16.0
80歳以上 123 9.7
未回答・ご回答 40
合計（未回答・誤回答を除外） 1272 100.0
〇同居家族（質問18）

n %
3世代以上 88 6.9
2世代 507 40.0
夫婦のみ 396 31.2
単身 208 16.4
その他 70 5.5
未回答・誤回答 43
合計（未回答・誤回答を除外） 1269 100.0

性別
総数

年齢
総数

同居家族
総数

〇主たる職業（質問19）

n %
正規職員・従業員 406 31.9
パート・アルバイト 160 12.6
派遣社員・契約社員・嘱託 67 5.3
自営業 68 5.4
家族従業者 7 0.6
会社などの役員 36 2.8
専業主婦・主夫 126 9.9
学生 80 6.3
無職（年金受給者含む） 297 23.4
新型コロナウィルス感染拡大による失職・離職 4 0.3
その他 20 1.6
未回答・誤回答 41
合計（未回答・誤回答を除外） 1271 100.0
〇家庭の経済状況（質問20）

n %
かなり余裕がある 45 3.5
ある程度余裕がある 412 32.4
どちらともいえない 356 28.0
あまり余裕がない 335 26.3
まったく余裕がない 125 9.8
未回答・誤回答 39
合計（未回答・誤回答を除外） 1273 100.0
〇婚姻状況（質問21）

n %
未婚 273 21.4
既婚 817 64.0
離別・死別 186 14.6
未回答・誤回答 36
合計（未回答・誤回答を除外） 1276 100.0

職業
総数

家庭の経済状況
総数

婚姻状況
総数

〇子どもの有無(質問22）

n %
いる 897 70.4
いない 378 29.7
未回答・誤回答 37
合計（未回答・誤回答を除外） 1275 100.0
〇居住年数（質問23）

n %
5年未満 85 6.6
5年以上10年未満 90 7.0
10年以上20年未満 176 13.8
20年以上 929 72.6
未回答・誤回答 32
合計（未回答・誤回答を除外） 1280 100.0
〇年齢（年齢層別）

n %
（15~19歳）−男性 23 1.8
（20~39歳）−男性 75 5.9
（40~64歳）−男性 216 17
（65歳以上）−男性 179 14
（15~19歳）−女性 42 3.3
（20~39歳）−女性 164 12.9
（40~64歳）−女性 309 24.3
（65歳以上）−女性 256 20.1
（20~39歳）−その他 2 0.2
（40~64歳）−その他 1 0.1
未回答・誤回答 41
合計（未回答・誤回答を除外） 1271 100.0

子ども
総数

居住期間
総数

年齢層別
総数

 
表１ 回答者の属性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



表 2 
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9.0

20.2

26.0

17.7

24.4

28.7

38.9

18.6

6.7

6.7

9.7

8.6

13.3

19.2

27.8

5.1

1.1

3.7

5.1

6.4

11.7

19.8

18.5

8.5

10.1

14.9

7.7

14.4

14.4

9.6

4.6

3.4

7.9

6.0

4.6

2.7

1.7

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

表3【年代別】メンタルヘルスに関して参考にする情報源

（n=1147）

ネットやソーシャルメディアのニュース 専門家によるSNSへの発信

専門家以外のSNSへの発信 国・自治体・保健所などのホームページ・広報誌

家族や友人、同僚からの情報 テレビ

ラジオ 新聞

本・雑誌 その他

特に情報は入手していない

【年代別】メンタルヘルスに関する情報源（上位３つ）
年代 1位 ％ 2位 ％ ％

10代 54.6 家族や友人、同僚
からの情報

39.4 テレビ 30.3

20代 58.2
家族や友人、同僚
からの情報

34.7
専門家に
よるSNS
発信

25.5

30代 58.0
家族や友人、同僚
からの情報

48.3 テレビ 本・雑誌 32.2

40代 50.7
家族や友人、同僚
からの情報

38.0 テレビ 28.1

50代 42.9
家族や友人、同僚
からの情報

39.1 テレビ 33.8

60代 テレビ
家族や友
人、同僚か
らの情報

47.3 本・雑誌 39.6 新聞 37.7

70代 テレビ 54.4 家族や友人、同僚
からの情報

47.1 新聞 42.7

80代以上 テレビ 66.7
家族や友人、同僚
からの情報

56.9 新聞 46.3

ネットやソーシャルメ
ディアのニュース

3位
ネットやソーシャルメ
ディアのニュース

ネットやソーシャルメ
ディアのニュース

ネットやソーシャルメ
ディアのニュース
ネットやソーシャルメ
ディアのニュース



 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

0.6

0.6

1.4

1.2

1.0

5.7

4.5

18.3

10.1

11.2

35.3

59.8

0.9

1.0

1.6

1.9

2.2

4.5

4.5

8.3

8.8

10.7

62.5

68.8

0 20 40 60 80

⺠間の相談機関の相談窓⼝

テレビ、ラジオ、新聞等の相談コーナーを利用する

上記以外で相談する（職場の相談窓⼝など）

保健所、福祉事務所、精神保健福祉センター等の…

SNSやネット等で不特定の人に相談する

相談したいが誰にも相談できないでいる

相談したいがどこに相談したらよいかわからない

相談する必要はないので誰にも相談しない

職場の上司、学校の先生に相談する

病院・診療所の医師に相談する

友人・知人に相談する

家族に相談する

％

表4【男女別】悩みストレスの相談先（n=1268）

女性

男性

58.0

52.9

42.0

47.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

表5【男女別】K6 5点以上の該当割合

（n=1229)

平常 心理的ストレス反応相当

75.6

73.9

24.4

26.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

女性

表6【男女別】S-WHO-5-J  5点以上の該当割

合（n=1237)

平常（5<） 精神的健康悪化の状態（≦5）



表 7 

 
 

 
 

Covid-19拡大後に減少したコーピング方略
総数 ％

人と食事に行く 787 60.0
旅行 677 51.6
人とお茶をしに行く 555 42.3
人と飲みに行く 434 33.1
買い物をする（ネット以外） 389 29.7
人に話を聞いてもらう 269 20.5
運動をする 266 20.3
好きな物や美味しいものを食
べる

208 15.9

お酒を飲む 137 10.4
ゲームをする、動画、映画、
テレビを見る

63 4.8

我慢して時間が経つのを待つ 63 4.8
睡眠をとる 62 4.7
その他（上位以外の方法） 62 4.7
ネットショッピング 23 1.8

10.6

13.4

17.4

34.7

16.6

17.9

42.4

6.9

21.3

18.3

47.3

51.7

39.6

51.3

9.0

9.7

14.8

16.1

19.0

21.2

26.1

27.4

32.8

36.7

45.6

49.3

67.9

69.0

0 20 40 60 80

その他（上位以外の方法）
人と飲みに行く

我慢して時間が経つのを待つ
お酒を飲む

ネットショッピング
旅行

運動をする
人とお茶をしに行く

人と食事に行く
買い物をする（ネット以外）

ゲームをする、動画、映画、テレビを見る
睡眠をとる

人に話を聞いてもらう
好きな物や美味しいものを食べる

％

表8【男女別】日常のコーピング方略 n=1268

女性

男性

好きな物や美味しいものを食べる

人に話を聞いてもらう

睡眠をとる

ゲーム・動画・映画・テレビを見る

買い物をする（ネット以外）

人と食事に行く

人とお茶をしに行く

運動をする

旅行

ネットショッピング

お酒を飲む

我慢して時間が経つのを待つ

人と飲みに行く

その他（上記以外の方法）

Covid-19拡大後に増えたコーピング方略
総数 ％

ゲームをする、動画、映画、
テレビを見る

489 37.3

好きな物や美味しいものを食
べる

365 27.8

睡眠をとる 301 22.9
我慢して時間が経つのを待つ 230 17.5
人に話を聞いてもらう 209 15.9
ネットショッピング 200 15.2
運動をする 160 12.2
お酒を飲む 156 11.9
その他（上位以外の方法） 103 7.9
買い物をする（ネット以外） 71 5.4
人と食事に行く 32 2.4
人とお茶をしに行く 27 2.1
旅行 15 1.1
人と飲みに行く 6 0.5



 令和 ３年 ９月 

岡山市こころの健康
けんこう

に関
かん
する意識

い し き
調査
ちょうさ

 

ご協 力
きょうりょく

のお願
ねが
い 

 
皆
みな

さまには日頃
ひ ご ろ

から市政
し せ い

の発展
はってん

にご理解
り か い

とご協力
きょうりょく

を頂き
いただき

誠
まこと

にありがとうご

ざいます。このたび、岡山市
お か や ま し

ではこころの健康
けんこう

について市民
し み ん

の皆様
みなさま

の現状
げんじょう

やお

考
かんが

えをお聞
き

きして、自殺
じ さ つ

予防
よ ぼ う

対策
たいさく

を含
ふく

む総合的
そうごうてき

なこころの健康
けんこう

づくりを進
すす

める

基礎
き そ

資料
しりょう

とするために調査
ちょうさ

を実施
じ っ し

することになりました。 
この調査

ちょうさ

は、岡山市
お か や ま し

にお住
す

まいの 15歳
さい

から 89歳
さい

の方
かた

から無作為
む さ く い

に約
やく

3千名
ぜんめい

を

選
えら

ばせていただいて実施
じ っ し

します。調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

いただき、ご協力
きょうりょく

くださ

いますようお願
ねが

いいたします。 
 
＊調査票

ちょうさひょう
に直 接

ちょくせつ
記入
きにゅう

または WEB のどちらかでお答えください。 
<郵送
ゆうそう

によるご回答
かいとう

の場合
ば あ い

>この表紙
ひょうし

は切
き
り離

はな
さずご返送

へんそう
ください。 

回答
かいとう

は調査票
ちょうさひょう

に直接
ちょくせつ

〇を付
つ
けていただき同封

どうふう
の返信用

へんしんよう
封筒
ふうとう

に入れ、  
１0 月８日（金）までにポストへの投函

とうかん
をお願

ねが
いします。（切手

き っ て
不要
ふ よ う

） 
 
<WEB回答

かいとう
の場合

ば あ い
> 

下記
か き

の URL にアクセスしていただくか、QR コードを読
よ
み込

こ
んでいただき、 

１0 月 17 日（金）までに岡山市
おかやまし

のホームページ 上
じょう

でお答
こた
えください。 

 https://com.city.okayama.jp/cmsform/enquete.php?id=141 
               
                 
                    <本調査に関する問合せ先>  

岡山市こころの健康センター 
                       岡山市北区鹿田町 1 丁目 1 番 1 号 
                       電話：０８６－８０３－１２７３ 
   ID                   FAX：０８６－８０３－１７７２ 
 

https://com.city.okayama.jp/cmsform/enquete.php?id=141


                                     

質問 1 メンタルヘルス（こころの健康）にあなたはどの程度の関心がありますか。（○

は１つ） 

１．高い関心がある 

３．どちらともいえない 

５．ほとんど関心がない 

２．やや関心がある 

４．あまり関心がない 

 

 

質問 2 不安やストレスを感じた際に、メンタルヘルス(こころの健康)に関する情報を

あなたはどこから得ますか。（○はいくつでも） 

１．テレビ                     

２．ラジオ 

３．新聞 

（オンライン新聞、SNS*で発信する情報含む） 

４．本、雑誌 

５．国・自治体・保健所などのホームページや広報誌 

  （SNS*で発信する情報含む） 

６．専門家によるSNS*への発信 

７．専門家以外のSNS*への発信 

８．ネットやソーシャルメディアのニュース 

９．家族や友人、同僚からの情報 

10．その他（                           ） 

11．特に情報は入手していない 

＊ＳＮＳとはツイッターやインスタグラム、フェイスブック等です 

 

 

質問 3 質問２で選んだ情報の中で、最もあなたが参考にする（信頼する）ものはどれ

ですか。 

 

番号

（    ） 

 

 

質問 4 不安やストレスをあなたはうまく発散・解消できていると思いますか（○は１

つ） 



１．できている 

３．どちらともいえない 

５．できていない 

２．まあできている 

４．あまりできていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 5 悩みやストレスを、あなたは誰かに相談していますか。（○はいくつでも） 

１．家族に相談する 

２．友人・知人に相談する 

３．職場の上司、学校の先生に相談する 

４．保健所、福祉事務所、精神保健福祉センター等の相談窓口を利用する 

５．民間の相談機関の相談窓口を利用する 

６．病院・診療所の医師に相談する 

７．テレビ、ラジオ、新聞等の相談コーナーを利用する 

８．SNSやネット等で不特定の人に相談する 

９．「１」～「８」以外で相談する（職場の相談窓口等） 

10．相談したいが誰にも相談できないでいる 

11．相談したいがどこに相談したらよいかわからない 

12．相談する必要はないので誰にも相談しない 

 

 

質問 6 次の（ア）から（ク）について、あなたの考えにもっとも近い番号を選んでく

ださい。 

「地域」とはお住まいの「町内」をイメージしています。      （それぞれに

○は１つ） 

 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

（ア）自分は幸福である １ ２ ３ ４ ５ 



（イ）一般的に人は信頼できる １ ２ ３ ４ ５ 

（ウ）地域の人を信頼できる １ ２ ３ ４ ５ 

（エ）地域の人は、多くの場合、他の人の役に立とうとする １ ２ ３ ４ ５ 

（オ）この地域の役に立ちたい １ ２ ３ ４ ５ 

（カ）この地域の一員であると実感できる １ ２ ３ ４ ５ 

（キ）この地域の中でのつながりを大事にしたい １ ２ ３ ４ ５ 

（ク）今後もこの地域に住み続けたい １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

質問 7 あなたの周囲（家族、友人、知人など）に健康や生活の状況が気になる人が

いる場合、あなたならどうしますか。（○は１つ） 

１．とりあえず声をかけて話をきく 

３．特に触れずそっとしておく 

２．相談先を知っていれば、話をきく 

４．その他（             ） 

 

 

質問 8 次の（ア）から（イ）について、あなたの考えをお聞かせください。 

      （それぞれに○は１つ） 

 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

（ア）こころの健康問題（精神疾患）は生活習慣病と

同じように、誰もがかかりうる病気だ 
１ ２ ３ ４ ５ 

（イ）こころの健康問題（精神疾患）は早期に適切な

治療や支援を受ければ、多くは改善する 
１ ２ ３ ４ ５ 

 

 

質問 9 自殺（自死）についてあなたはどのように思いますか。次の（ア）から

（オ）のそれぞれについて、あなたの考えに最も近いものを選んでくださ

い。 

（それぞれに○は１つ） 



 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

（ア）生死は最終的に本人の判断に任せるべきだ １ ２ ３ ４ ５ 

（イ）自殺せずに生きていれば良いことがある １ ２ ３ ４ ５ 

（ウ）自殺する人は、直前まで実行するかやめるか気

持ちが揺れ動いている 
１ ２ ３ ４ ５ 

（エ）責任をとって自殺をすることは仕方がない １ ２ ３ ４ ５ 

（オ）自殺は、その多くが防ぐことのできる社会的な

問題である 
１ ２ ３ ４ ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 10 新型コロナウィルス感染症の拡大前(2020 年 3月以前)と比べて、食事の量や

睡眠時間などに変化はありましたか。（ア）から(キ)までそれぞれお答えくだ

さい。 

（それぞれに○は１つ） 

 

増
え
た 

や
や
増
え
た 

変
化
な
し 

 

や
や
減
っ
た 

 

減
っ
た 

元
か
ら
し
な
い 

（ア）食事の量  1 2 3 4 5 - 

（イ）睡眠時間  1 2 3 4 5 - 



（ウ）運動量  1 2 3 4 5 ６ 

（エ）飲酒量 1  2 3 4 5 ６ 

（オ）喫煙量  1  2 3 4 5 6 

（カ）カフェインの量 1  2 3 4 5 ６ 

（キ）ゲームをする時間  1  2 3 4 5 6 

 

 

質問 11 次の（ア）から（カ）の項目について、あなたは過去１か月の間、どのような

状 態 で し た か 。        

（それぞれに○は１つ） 

 

い
つ
も 

た
い
て
い 

と
き
ど
き 

す
こ
し
だ
け 

ま
っ
た
く
な
い 

（ア）神経過敏に感じましたか １ ２ ３ ４ ５ 

（イ）絶望的だと感じましたか １ ２ ３ ４ ５ 

（ウ）そわそわ、落ち着かなく感じましたか １ ２ ３ ４ ５ 

（エ）気分が沈みこんで、何が起こっても気が

晴れないように感じましたか 
１ ２ ３ ４ ５ 

（オ）何をするのも骨折りだと感じましたか １ ２ ３ ４ ５ 

（カ）自分は価値のない人間だと感じましたか １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 12 次の（ア）から（オ）の項目について、最近２週間のあなたの状態に最も近

い も の を 選 ん で く だ さ い 。         

（それぞれに○は１つ） 



 

い
つ
も
そ
う
だ
っ
た 

そ
う
い
う
時
が
多
か
っ
た 

そ
う
い
う
時
は
少
な
か
っ
た 

ま
っ
た
く
な
か
っ
た 

（ア）明るく、楽しい気分で過ごした １ ２ ３ ４ 

（イ）落ち着いたリラックスした気分で過ごした １ ２ ３ ４ 

（ウ）意欲的で活動的に過ごした １ ２ ３ ４ 

（エ）ぐっすりと休め、気持ちよくめざめた １ ２ ３ ４ 

（オ）日常生活の中に、興味のあることがたくさんあった １ ２ ３ ４ 

 

 

質問 13 あなたは新型コロナ感染症の拡大以降（2020 年 3 月～現在）死んでしまいた

いと思ったことがありますか。 

１．はい 2．いいえ 

 

 

質問 14 あなたは新型コロナ感染症の拡大前（2020 年 3月以前）に死んでしまいたい

と思ったことがありますか。 

１．はい 2．いいえ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 新型コロナウィルス感染症の拡大が、あなたのストレス等解消法に影響を与

えたか 

についてお尋ねします。 

 

質問 15-1 日常生活の不満、悩み、苦労、ストレス等を解消するためにあなたはどのよ

うなことを   

     していますか。あてはまるものを全て選んでください。 

１．人に話をきいてもらう 

２．睡眠をとる 

３．運動をする 

４．好きな物や美味しいものを食べる 

５．お酒を飲む 

６．人と食事に行く 

７．人とお茶をしに行く 

８．人と飲みに行く 

９．ゲームをする、動画、映画、テレビを見る 

10．旅行をする 

11．買い物をする(ネット以外) 

12．ネットショッピング 

13．我慢して時間が経つのを待つ 

14．その他（上記以外の方法） 

 

 

質問 15-2 新型コロナウィルス感染症の拡大前（2020 年 3 月以前）と比べ 

回数が減った又はしなくなったストレス等解消法を選んでください。（〇は

いくつでも） 



１．人に話をきいてもらう 

２．睡眠をとる 

３．運動をする 

４．好きな物や美味しいものを食べる 

５．お酒を飲む 

６．人と食事に行く 

７．人とお茶をしに行く 

８．人と飲みに行く 

９．ゲームをする、動画、映画、テレビを見る 

10．旅行をする 

11．買い物をする(ネット以外) 

12．ネットショッピング 

13．我慢して時間が経つのを待つ 

14．その他（上記以外の方法） 

 

 

質問 15-3 新型コロナウィルス感染症の拡大前（2020 年 3 月以前）と比べ  

回数が増えたストレス等解消法を選んでください。(〇はいくつでも) 

１．人に話をきいてもらう 

２．睡眠をとる 

３．運動をする 

４．好きな物や美味しいものを食べる 

５．お酒を飲む 

６．人と食事に行く 

７．人とお茶をしに行く 

８．人と飲みに行く 

９．ゲームをする、動画、映画、テレビを見る 

10．旅行 

11．買い物をする(ネット以外) 

12．ネットショッピング 

13．我慢して時間が経つのを待つ 

14．その他（上記以外の方法） 

 

 



あなた自身についておたずねします。 

 

質問 16 あなたの性別をおしえてください。 

    性別選択に抵抗感や違和感がある場合は回答不要です。 

１．男性 ２．女性 ３．その他の性 

 

 

質問 17 あなたの年齢をおしえてください。 

（    ）歳
さい

 

 

 

質問 18 あなたの同居家族についてあてはまるものを選んでください。（○は１つ） 

単身赴任や学生の一人暮らしなどは「単身世帯」を選んでください。 

寮やシェアハウスにお住まいの場合は「その他」を選んでください。 

１．三世代以上が同居 

３．夫婦のみ世帯 

５．その他（             ） 

２．二世代が同居 

4．単身世帯 

 

 

 

質問 19 あなたの主たる職業を選んでください。（○は１つ） 

    学生でパート・アルバイトをされている方は「学生」を選んでください。 

１．正規の職員・従業員 

３．派遣社員・契約社員・嘱託 

５．家族従業者 

７．専業主婦・主夫 

９．無職（年金受給者を含む） 

11．その他（             ） 

２．パート・アルバイト 

４．自営業（内職者含む） 

６．会社などの役員 

８．学生 

10．新型コロナウィルス感染拡大の影響に

よる失職・離職 

 

 

質問 20 ご家庭の家計の余裕はどの程度ありますか。あてはまるものを選んでくださ

い。 

（○は１つ） 



１．かなり余裕がある 

３．どちらともいえない 

５．全く余裕がない 

２．ある程度余裕がある 

４．あまり余裕がない 

 

 

 

質問 21  あなたは現在、結婚しておられますか。（○は１つ） 

１．未婚 

３．離別・死別 

２．既婚 

 

 

 

質問 22  あなたはお子さんがおられますか。同居・別居に関わらずお答えください

（○は１つ） 

１．いる 2．いない 

 

 

質問 23 あなたは岡山市にどれくらい住んでいますか。（○は１つ） 

１．５年未満 

３．１０年以上２０年未満 

２．５年以上１０年未満 

４．20年以上 

 

 

 

調査は以上になります。 

ご協力ありがとうございました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

令和 3年度岡山市におけるこころの健康に関する市民意識調査について 

―相談先の選択とストレスコーピングにおける性差― 

 

岡山市こころの健康センター 

〇奥平菜穂子 太田順一郎  

 

 

１ 目的 

  岡山市民がこころの健康についてどのように受け止めているのか現状を知り、自殺予防対策を含む

総合的なこころの健康づくりを進める基礎資料とすることを調査目的とした。 

COVID-19 感染拡大以降女性の自殺率の上昇があり、その要因の一つとして以下のような仮説を立て

た。①ストレスの解消・悩みの解決法に性差が存在し、②COVID-19 によって女性が多く用いる対処法

が阻害されているのではないか、そのため③女性の方がより抑うつ傾向が高いのではないか。この仮

説についての検証を行った。 

２ 対象 

  岡山市内在住の 15 歳～89 歳の範囲で無作為抽出した 3,000 名。 

３ 方法 

  調査対象者に郵送で調査票を配布。調査期間は令和 3年 9月 6 日～同年 10 月 31 日。回答は調査票

記入後の返送又は、調査票に記載の URL からアンケートフォームの WEB 回答のどちらかとした。 

 

４ 結果 

 3,000 名に対し、1,312 名（男性 493 名、女性

775 名、その他 3 名、性別未回答 41 名）の回答

を得た（回収率 43.7%）。その内 WEB 回答数は 314

名（23.9％）であった。 

基本属性：性別の比率は 6:4 で女性が多かっ

た。年齢は｢40代｣が最多で｢10代｣が最も少なく､

次に｢20 代｣｢80 代以上｣が少なかった。居住年数

は｢20 年以上｣が 7 割を超えている｡家族構成は

｢二世帯(親と子)｣が 4割､｢夫婦のみ｣が 3割と全

体の 7 割｡職業は｢正規職員･従業員｣が 3 割､｢無

職｣が2割､｢ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ｣｢専業主婦主夫｣がほぼ

並び全体の 1 割であった｡ 

  【男女別】悩みストレスの相談先：男女ともに

「家族」に相談すると回答した人が最多（女性

68.8%男性 59.8％）であった。次いで「友人・知

人」（女性 62.5％男性 35.3%）に相談すると回答

した人が多かった。次に女性は「病院・診療所の

医師に相談する」（10.7％）と回答した人が多く、

男性は「相談する必要はないので誰にも相談し

ない」（18.3％）と回答した人が多かった。 

【男女別】日常のコーピング方略：女性が優位 

に多く回答している方略は「好きな物や美味し 



 

 

いものを食べる」（女性 69.0％男性 51.3％）「人に話を

聞いてもらう」（女性 67.9％男性 39.6％）「買い物をす

る（ネット以外）」（女性 36.7％男性 18.3％）「人と食事

に行く」（女性 32.8％男性 21.3％）「人とお茶をしに行

く」（女性 27.4％男性 21.3％）であった。 

男性が優位に多く回答している方略は「運動をする」

（女性 26.1％男性 42.4％）「お酒を飲む」（女性 16.1％

男性34.7％）「人と飲みに行く」（女性9.7％男性13.4％）

であった。 

 

５ 考察 

  今回の調査結果では、悩みストレスの相談先につい

て女性の方が多くの相談先を持っていた。また相談す

る相手については、「家族に相談する」「友人・知人に

相談する」は女性の方が優位に多く、「相談する必要は 

ないので、誰にも相談しない」は男性に優位に多かった。このことから女性の方が相談行動を積極的

に取る傾向があると言える。 

日常におけるストレス対処方略の選択肢についても男性よりも女性の方が多く持っていた。どのよ

うなストレス対処方略を用いるかについて性差が認められ、「人に話を聞いてもらう」「人と食事に行

く」「人とお茶をしに行く」「買い物をする（ネットショッピング以外）」は優位に女性の方が多かった。

一方「運動をする」「お酒を飲む」「人と飲みに行く」は優位に男性の方が多かった。COVID-19 拡大後

に減少したストレス対処方略は、多い方から順に「人と食事に行く」「旅行」「人とお茶をしに行く」

「人と飲みに行く」「買い物をする（ネット以外）」「人に話を聞いてもらう」「運動する」であった。

COVID-19 の感染拡大防止の観点から対人接触を避けること、行動を抑制することの推奨により、女性

が優位に行っていたストレス対処方略が使用しにくくなったと推測される。ストレス対処において多

くの選択肢を持つことは対処方略が限定されず、場合によって代替できるという点において望ましい

ことと思われる。日常的な対処方略数は女性の方が多く持っていたものの、その多くは COVID-19 によ

って制限を受けたと考えられる。ストレス対処において COVID-19 の影響をより多く受けたのは女性

と言えるのではないかと考える。 

K6 得点の「心に何らかの負担を抱えている状態」に該当する割合は男性（42.0％）よりも女性（47.1％）

の方がやや高い傾向を示した。平成 28 年に実施された厚労省の調査結果（224,208 世帯回収）におけ

る該当の割合は男性（29.7％）、女性（34.8％）であり、同様に女性の方がやや高い結果が出ている。

COVID-19 感染拡大以前から女性の方が男性よりも K6 得点の該当割合は高く、COVID-19 の感染拡大以

降、該当割合は男女ともに上昇しており、女性に優位にストレス負荷がかかったとは言えなかった。 

  

６ まとめ  

調査結果から悩みやストレスの対処方略は男性よりも女性が多く持っており、その多くは COVID-19

感染拡大によって阻害されるものであったことは確認できた。しかしながら COVID-19 感染拡大以降

の女性の自殺率の上昇の要因と言えるものは見つけられなかった。COVID-19 感染拡大と女性の自殺率

の上昇の関連については更なる調査が求められる。 

COVID-19感染拡大後に減少したコーピング方略
総数 ％

人と食事に行く 787 60.0
旅行 677 51.6
人とお茶をしに行く 555 42.3
人と飲みに行く 434 33.1
買い物をする（ネット以外） 389 29.7
人に話を聞いてもらう 269 20.5
運動をする 266 20.3
好きな物や美味しいものを食
べる

208 15.9

お酒を飲む 137 10.4
ゲームをする、動画、映画、
テレビを見る

63 4.8

我慢して時間が経つのを待つ 63 4.8
睡眠をとる 62 4.7
その他（上位以外の方法） 62 4.7
ネットショッピング 23 1.8



岡山市こ こ ろ の健康に関する意識調査

集計結果報告書

2022 年 3 月

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科

疫学・ 衛生学分野



１ ． 調査目的

　 こ こ ろ の健康について市民の現状を調査し 、 自殺予防対策を含む総合的なこ こ ろの健康づく り を進める基礎資料と する。

２ ． 調査方法

⑴対象者

　 岡山市内在住の 15 〜 89 歳の方を 無作為に 3,000 名を抽出し て調査票を 配布し た。 1,312 名（ 男性 493 名、 女性 775 名、 そ

の他３ 名、 未回答 41 名） の回答を得た（ 回収率 43.7% ）。 平均年齢は 53.9 歳（ SD = 19.2） (n= 1,272） であっ た。

⑵調査期間

　 2021 年９ 月 6 日から 10 月 31 日で実施し た。

⑶調査手続き

　 調査票を郵送し た後、 直接記入し て返送、 も し く は W EB に記入するかのどちら かで回答を得た。

３ ． 調査結果

■メ ンタ ルヘルスへの関心の程度について

【 質問１ 】 メ ンタ ルヘルス（ こ こ ろ の健康） にあなたはどの程度の関心があり ますか（ ○は１ つ）。

　 総数でみた場合、「 高い関心がある」（ 20.3% ）、「 やや関心がある」（ 47.7% ）、「 どちら と も いえない」（ 15.4% ）、「 あまり 関心

がない」（ 11.4% ）、「 ほと んど関心がない」（ 5.2% ） であっ た。「 高い関心がある」 と 「 やや関心がある」 で 68.0％であっ た。

　 性別でみた場合、 男性では「 高い関心がある」 と 「 やや関心がある」 で 62.6% 、 女性では 71.7% であり 、 女性の方が男性

より も 関心があると いう 結果であっ た。

　 年齢別でみた場合、 未成年世代では「 あまり 関心がない」 と 「 ほと んど関心がない」 で合わせて 27.3% であり 、 およそ４

人に１ 人は関心が薄いと いう 結果であっ た。

■メ ンタ ルヘルスに関する情報源について

【 質問２ －１ 】 不安やスト レスを感じ た際に、メ ンタ ルヘルス（ こ こ ろ の健康） に関する情報をあなたはどこ から 得ますか（ ○

はいく つでも ）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 家族・ 友人・ 同僚から の情報（ 43.8% ）、テレビ（ 40.7% ）、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ネッ ト やソ ーシャ ルメ ディ アのニュ ース（ 36.1% ） が上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 位であっ た。
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【 質問２ －１ ・ 年代別】 不安やスト レスを感じ た際に、 メ ンタ ルヘルス（ こ こ ろ の健康） に関する情報を あなたはどこ から 得

ますか（ ○はいく つでも ）。

　 上位 3 位までについて、10 代でメ ンタ ルヘルスの情報源について最も 多かっ たのは、「 ネッ ト やソ ーシャ ルメ ディ アのニュ ー

ス」（ 54.6% ）、「 家族や友人、同僚から の情報」（ 39.4% ）、「 テレビ」（ 30.3％） の順であっ た。 20 代では、「 ネッ ト やソ ーシャ ルメ ディ

アのニュ ース」（ 58.2% ）、「 家族や友人、同僚から の情報」（ 34.7% ）、「 専門家による SN Sの発信」（ 25.5% ）であっ た。30代では、「 ネッ

ト やソ ーシャ ルメ ディ アのニュ ース」（ 58.0% ）、「 家族や友人、同僚から の情報」（ 48.3% ）、「 テレビ」「 本・ 雑誌」（ 32.2％） であっ

た。 40 代、 50 代では、「 ネッ ト やソ ーシャ ルメ ディ アのニュ ース」（ それぞれ 50.7% , 42.9% ）、「 家族や友人、 同僚から の情報」

（ 38.0% , 39.1% ）、「 テレビ」（ 28.1% , 33.8% ） であっ た。 60 代では、「 テレビ」「 家族や友人、 同僚から の情報」（ 47.3% ）、「 本・

雑誌」（ 39.6% ）、「 新聞」（ 37.7% ） であっ た。 70 代、 80 代では、「 テレビ」（ それぞれ 54.4% , 66.7% ）、「 家族や友人、 同僚から

の情報」（ 47.1% , 56.9% ）、「 新聞」（ 42.7% , 46.3% ） であっ た。

　 10 代から 60 代までは、メ ンタ ルヘルスに関する情報源と し て最も 多かっ たのは、「 ネッ ト やソ ーシャ ルメ ディ アのニュ ース」

であり 、 70 代以上は「 テレビ」 であっ た。 また、 60 代以上では「 新聞」 が上位３ 位に入っ ていたが、「 ネッ ト やソ ーシャ ルメ

ディ アのニュ ース」 は上位３ 位に含まれていなかっ た。

【 質問２ －２ 】 不安やスト レスを感じ た際のメ ンタ ルヘルス（ こ こ ろ の健康） に関する情報源の数

　 総数でみた場合、「 ２ つ」 が最も 多く （ 26.1% ）、 続いて「 ３ つ」（ 24.5％）、「 １ つ」（ 17.6% ） であっ た。

　 性別でみた場合、男性の約２ 割（ 19.3% ）が「 情報源なし 」と 回答し 、 女性（ 12.0% ）と 比べてその割合が高かっ た。 女性の方が、

男性より も 多く の情報源を持つ傾向を示し ていた。
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■メ ンタ ルヘルスに関し て参考にする（ 信頼する） 情報源について

【 質問３ 】【 質問２ －１ 】 で選んだ情報の中で、 最も あなたが参考にする（ 信頼する） も のはどれですか。

　 総数でみた場合、　「 家族・ 友人・ 同僚から の情報」（ 23.7% ） を最も 参考に（ 信頼） し 、「 テレビ」（ 13.4% ） より も「 ネッ ト やソ ー

シャ ルメ ディ アのニュ ース」（ 16.5％） を参考に（ 信頼） し ていると いう 結果であっ た。

　 性別でみた場合、 男性では「 ネッ ト やソ ーシャ ルメ ディ アのニュ ース」（ 16.5％）、「 家族・ 友人・ 同僚から の情報」（ 18.8% ）、

「 テレビ」（ 14.4% ）、 女性では「 家族・ 友人・ 同僚から の情報」（ 27.1％）、「 ネッ ト やソ ーシャ ルメ ディ アのニュ ース」（ 14.4% ）、

「 テレビ」（ 12.2% ） が上位３ 位であっ た。

　 年齢別でみた場合、未成年世代では「 家族・ 友人・ 同僚から の情報」（ 20.3％）、「 テレビ」（ 18.6% ）、「 ネッ ト やソ ーシャ ルメ ディ

アのニュ ース」（ 17.0% ） の順であっ た。 現役世代では「 ネッ ト やソ ーシャ ルメ ディ アのニュ ース」（ 23.0％）、「 家族・ 友人・

同僚から の情報」（ 20.5% ）、「 専門家による SN S の発信」（ 13.1% ） の順であっ た。 高齢世代では「 家族・ 友人・ 同僚から の情報」

（ 30.0％）、「 テレビ」（ 19.6% ）、「 新聞」（ 18.8% ） であっ た。

【 質問３ ・ 年代別】【 質問２ －１ 】 で選んだ情報の中で、 最も あなたが参考にする（ 信頼する） も のはどれですか。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10 代、 40 代、 60 代、 70 代、 80 代では「 家族・ 友人・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 同僚から の情報」（ それぞれ 20.3% , 26.0% , 24.4% , 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 28.7% , 38.9% ）、20 代、30 代、50 代では「 ネッ ト やソ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シャ ルメ ディ アのニュ ース」（ それぞれ 32.6% , 30.6% , 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 19.8% ）が最も 参考にする（ 信頼する）情報源であっ た。

■不安やスト レスの解消の程度について

【 質問４ 】 不安やスト レスをあなたはう まく 発散・ 解消できていると 思いますか（ ○は１ つ）。

　

　 総数でみた場合、「 でき ている」（ 14.0% ）、「 まあでき ている」（ 49.3% ）、「 どちら と も いえない」（ 18.4% ）、「 あまり でき てい

ない」（ 13.7% ）、「 でき ていない」（ 4.6% ） であっ た。「 できている」 と「 まあでき ている」 の人で約６ 割（ 63.3% ） を占めていた。

　 年齢別でみた場合、年齢層が高く なるにつれて、「 でき ている」 と 「 まあでき ている」 の人の割合が多く なる傾向がみら れた。
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■悩みやスト レスの相談先について

【 質問５ －１ 】 悩みやスト レスを、 あなたは誰かに相談し ていますか（ ○はいく つでも ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　「 家族」（ 64.6% ）、「 友人・ 知人」（ 51.4% ） に相談す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ると 回答し た人が多かっ た。 約１ 割（ 12.4% ） の人が、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　「 相談する必要はないので誰にも 相談し ない」 と 回答

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し ていた。

【 質問５ －２ 】 悩みやスト レスの相談先の数

　 総数でみた場合、「 相談先なし 」（ 17.1% ）、「 １ つ」（ 36.6% ）、「 ２ つ」（ 35.4% ）、「 ３ つ」（ 8.9% ）、「 ４ つ」（ 1.6% ）、「 ５ つ」（ 0.2% ）、

「 ６ つ」（ 0.2% ） であっ た。

　 性別でみた場合、 男性より も 女性の方が多く の相談先を持っ ている傾向を示し ていた。 ２ つ以上の相談先がある人は、 男性

　 で 35.5% 、 女性では 54.1% であっ た。 また、「 相談先なし 」 は、 女性 （ 10.8% ） に比べて男性（ 25.0% ） の方が多かっ た。

　 年齢別でみた場合、 高齢世代で相談先のない方が 20.9% 存在し ていた。

■主観的幸福感の程度について

【 質問６ －１ 】 自分は幸福である

　 総数でみた場合、「 そう 思わない」 （ 3.0% ）、 「 どちら かと いえばそう 思わない」（ 3.8% ）、「 どちら と も いえない」（ 15.0% ）、「 ど

ちら かと いえばそう 思う 」（ 48.0% ）、「 そう 思う 」（ 30.2% ） であっ た。「 そう 思う 」 と  「 どちら かと いえばそう 思う 」 で約８ 割

（ 78.2% ） を占めていた。

　 性別でみた場合、男性では「 そう 思う 」 （ 23.8% ） と  「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 49.5% ） で 73.3% 、女性では「 そう 思う 」 

（ 34.1% ） と  「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 47.6% ） で 81.7% であり 、 男性に比べて女性の方が「 自分は幸福である」 と 感じ

ている傾向を示し ていた。
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■人への信頼の程度について

【 質問６ －２ 】 一般的に人は信頼できる

　 総数でみた場合、「 そう 思わない」 （ 5.6% ）、 「 どちら かと いえばそう 思わない」（ 7.6% ）、「 どちら と も いえない」（ 32.2% ）、「 ど

ちら かと いえばそう 思う 」（ 45.0% ）、「 そう 思う 」（ 9.7% ）であっ た。「 そう 思う 」と「 どちら かと いえばそう 思う 」で約半数（ 54.7% ）

を占めていた。

　 性別でみた場合、男性では「 そう 思う 」（ 7.9% ） と「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 44.3% ）で 52.2% 、女性では「 そう 思う 」 （ 11.0% ）

と  「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 46.0% ） で 57.0% であり 、男性より も 女性の方が「 一般的に人は信頼でき る」 と 回答し ていた。

■ソ ーシャ ル・ キャ ピタ ルについて

【 質問６ －３ 】 地域の人を信頼でき る

　 総数でみた場合、「 そう 思わない」 （ 6.1% ）、 「 どちら かと いえばそう 思わない」（ 9.0% ）、「 どちら と も いえない」（ 37.5% ）、「 ど

ちら かと いえばそう 思う 」（ 39.3% ）、「 そう 思う 」（ 8.2% ） であっ た。

　 年齢別でみた場合、未成年世代では「 そう 思う 」（ 21.2% ） と  「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 34.9% ）で 56.1% 、高齢世代では「 そ

う 思う 」（ 8.9% ） と  「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 43.8% ） で 52.7% であり 、 それぞれ半数以上の人が肯定的な回答であっ た。

それら に対し て、 現役世代では「 そう 思う 」（ 6.4% ） 、 「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 37.3% ） で 43.7% であり 、 肯定的な回

答が半数を切っ ていた。

【 質問６ －４ 】 地域の人は、 多く の場合、 他の人の役に立と う と する

　

　 総数でみた場合、「 そう 思わない」 （ 5.7% ）、 「 どちら かと いえばそう 思わない」（ 10.6% ）、「 どちら と も いえない」（ 42.8% ）、「 ど

ちら かと いえばそう 思う 」（ 33.8% ）、「 そう 思う 」（ 7.1% ） であっ た。

　 年齢別でみた場合、 未成年世代では「 そう 思う 」（ 16.7% ） と  「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 37.9% ） で 54.6% であり 、 半

数以上が肯定的な回答をし ていた。
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【 質問６ －５ 】 こ の地域の役に立ちたい

　 総数でみた場合、「 そう 思わない」 （ 4.8% ）、 「 どちら かと いえばそう 思わない」（ 8.7% ）、「 どちら と も いえない」（ 33.6% ）、「 ど

ちら かと いえばそう 思う 」（ 41.5% ）、「 そう 思う 」（ 11.4% ） であっ た。

　 年齢別にみた場合、未成年世代では「 そう 思う 」 （ 9.1% ） と  「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 37.9% ） で 47.0% 、現役世代では「 そ

う 思う 」 （ 9.1% ） と  「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 40.9% ） で 50.0% 、 高齢世代では「 そう 思う 」 （ 15.5% ） と  「 どちら かと い

えばそう 思う 」（ 43.8% ） で 59.3% であり 、 年齢が高い層になるにつれて肯定的な回答が増加し ていた。

【 質問６ －６ 】 こ の地域の一員であると 実感できる

　 総数でみた場合、「 そう 思わない」 （ 9.7% ）、 「 どちら かと いえばそう 思わない」（ 12.1% ）、「 どちら と も いえない」（ 34.9% ）、「 ど

ちら かと いえばそう 思う 」（ 32.1% ）、「 そう 思う 」（ 11.3% ） であっ た。

　 世代別でみた場合、 高齢世代では「 そう 思う 」（ 20.1% ） と 「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 39.0% ） で 59.1% であり 、 約６

割が肯定的な回答をし ていた。

【 質問６ －７ 】 こ の地域の中でのつながり を大事にし たい

　 総数でみた場合、「 そう 思わない」 （ 5.8% ）、 「 どちら かと いえばそう 思わない」（ 7.7% ）、「 どちら と も いえない」（ 27.2% ）、「 ど

ちら かと いえばそう 思う 」（ 40.6% ）、「 そう 思う 」（ 18.6% ）であっ た。「 そう 思う 」 と  「 どちら かと いう と そう 思う 」で 59.2% であり 、

約６ 割の人が肯定的な回答をし ていた。

　 年齢別でみた場合、 高齢世代では約３ 割の人が「 そう 思う 」（ 29.4% ） と 回答し 、「 どちら かと いう と そう 思う 」（ 43.4% ） と

合わせておよそ４ 人のう ちの３ 人（ 72.8% ） が肯定的な回答をし ていた。
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【 質問６ －８ 】 今後も こ の地域に住み続けたい

　 総数でみた場合、「 そう 思わない」 （ 5.8% ）、 「 どちら かと いえばそう 思わない」（ 4.9% ）、「 どちら と も いえない」（ 23.7% ）、「 ど

ちら かと いえばそう 思う 」（ 36.3% ）、「 そう 思う 」（ 29.4% ） であっ た。

　 年齢別でみた場合、 未成年世代では「 そう 思う 」（ 21.2% ） と  「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 31.8% ） で 53.0% であり 、 約

半数が肯定的な回答を し ていた。 また、 現役世代では「 そう 思う 」（ 25.1% ） と  「 どち ら かと いえばそう 思う 」（ 37.1% ） で

62.2% 、 高齢世代では「 そう 思う 」（ 38.2% ） と  「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 35.8% ） で 74.0% であり 、 年齢が高い層になる

につれて肯定的な回答が増えていた。

　 未成年世代では、「 そう 思わない」（ 12.1% ） と 「 どちら かと いえばそう 思わない」（ 7.6% ） で 19.7% であり 、 約２ 割が否定

的な回答をし ていた。

■周囲に気がかり な人がいた場合の対応について

【 質問７ 】 あなたの周囲（ 家族、 友人、 知人など） に健康や生活の状況が気になる人がいる場合、 あなたなら どう し ますか（ ○

は１ つ）。

　 総数でみた場合、「 と り あえず声をかけて話をきく 」 （ 66.9% ）、 「 相談先を知っ ていれば話をきく 」（ 12.1% ）、「 特に触れずそっ

と し ておく 」（ 17.8% ）、「 その他」（ 3.2% ） であっ た。 約 7 割の人が「 と り あえず声をかけて話を聞く 」 と 回答し ていた。

　 性別、 年齢別にかかわら ず、 同じ 傾向を示し ていた。

■こ こ ろ の健康問題（ 精神疾患） に関する認識について

【 質問８ －１ 】 こ こ ろの健康問題（ 精神疾患） は生活習慣病と 同じ よう に、 誰も がかかり う る病気だ。

　 総数でみた場合、「 そう 思う 」 （ 60.1% ）、 「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 27.2% ）、「 どちら と も いえない」（ 8.6% ）、「 どちら

かと いえばそう 思わない」（ 1.6% ）、「 そう 思わない」（ 2.6% ） であっ た。 ６ 割の人が「 そう 思う 」 と 回答し ていた。

　 年齢別でみた場合、未成年世代の約８ 割は、「 こ こ ろの健康問題は誰も がかかり う る病気だ」（ 78.8% ） と 回答し ていた。 また、
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現役世代では 67.9% 、 高齢世代では 43.9% が「 こ こ ろ の健康問題は誰も がかかり う る病気だ」 と 回答し 、 年齢が高い層にな

るにつれて「 こ こ ろの健康問題は誰も がかかり う る病気だ」 と 認識し ている割合が低下し ていた。

【 質問８ －２ 】 こ こ ろの健康問題（ 精神疾患） は早期に適切な治療や支援を受ければ多く は改善する。

　 総数でみた場合、「 そう 思う 」 （ 38.7% ）、 「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 38.4% ）、「 どちら と も いえない」（ 17.6% ）、「 どちら

かと いえばそう 思わない」（ 2.9% ）、「 そう 思わない」（ 2.4% ） であっ た。

　 性別でみた場合、男性では「 そう 思う 」 （ 35.7% ） と 「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 38.5% ） で 74.2% 、 女性では「 そう 思う 」 

（ 40.7% ） と 「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 38.4% ） で 79.1% であり 、 男性より も 女性の方が「 こ こ ろの健康問題（ 精神疾患）

は早期に適切な治療や支援を受ければ多く は改善する」 と 認識し ている割合が多かっ た。

　 年齢別でみた場合、未成年世代では「 そう 思う 」 （ 34.9% ） と「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 34.9% ） で 69.8% 、現役世代では「 そ

う 思う 」 （ 37.9% ） と 「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 38.1% ） で 76.0% 、 高齢世代では「 そう 思う 」 （ 40.7% ） と 「 どちら かと い

えばそう 思う 」（ 39.5% ） で 80.2% であり 、 年齢が高い層になるにつれて「 こ こ ろ の健康問題（ 精神疾患） は早期に適切な治

療や支援を受ければ多く は改善する」 と 認識し ている割合が高いこ と が示さ れた。

■自殺について

【 質問９ －１ 】 生死は最終的に本人の判断に任せるべきだ。

　 総数でみた場合、「 そう 思う 」 （ 16.8% ）、 「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 18.7% ）、「 どちら と も いえない」（ 27.2% ）、「 どちら

かと いえばそう 思わない」（ 12.2% ）、「 そう 思わない」（ 25.1% ） であっ た。

　 年齢別にみた場合、 未成年世代の約４ 割が 「 そう 思う 」（ 36.4% ） と 回答し ていた。 また、 高齢世代の約３ 割が 「 そう 思わな

い」（ 32.3% ） と 回答し ていた。
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【 質問９ －２ 】 自殺せずに生きていれば良いこ と がある。

　 総数でみた場合、「 そう 思う 」 （ 38.7% ）、 「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 32.0% ）、「 どちら と も いえない」（ 24.1% ）、「 どちら

かと いえばそう 思わない」（ 2.6% ）、「 そう 思わない」（ 2.6% ） であっ た。「 そう 思う 」 と 「 どちら かと いえばそう 思う 」 で約７

割（ 70.7% ） を占めていた。

　 年齢別でみた場合、未成年世代では「 そう 思う 」（ 33.3% ） と「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 18.2% ） で 51.5% 、現役世代では「 そ

う 思う 」（ 35.7% ） と 「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 32.6% ） で 68.3% 、 高齢世代では「 そう 思う 」（ 44.2% ） と 「 どちら かと

いえばそう 思う 」（ 32.9% ） で 77.1% であり 、 年齢の高い層になるにつれて「 そう 思う 」 と 「 どちら かと いえばそう 思う 」 を

合わせた回答の割合が高く なっ ていた。

【 質問９ －３ 】 自殺する人は、 直前まで実行するかやめるか気持ちが揺れ動いている。

　 総数でみた場合、「 そう 思う 」 （ 39.9% ）、 「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 31.3% ）、「 どちら と も いえない」（ 19.7% ）、「 どちら

かと いえばそう 思わない」（ 4.0% ）、「 そう 思わない」（ 5.1% ） であっ た。「 そう 思う 」 と 「 どちら かと いえばそう 思う 」 で約７

割（ 71.2% ） の回答を占めていた。

　 年齢別でみた場合、未成年世代では「 そう 思う 」（ 30.8% ） と「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 23.1% ） で 53.9% 、現役世代では「 そ

う 思う 」（ 37.1% ） と 「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 32.0% ） で 69.1% 、 高齢世代では「 そう 思う 」（ 46.0% ） と 「 どちら かと

いえばそう 思う 」（ 31.2% ） で 77.2% であり 、 年齢が高い層になるにつれて「 自殺する人は、 直前まで実行するかやめるか気

持ちが揺れ動いている」 と いう こ と に同意傾向の回答の割合が増えていた。

【 質問９ －４ 】 責任をと っ て自殺をするこ と は仕方がない。

　 総数でみた場合、「 そう 思う 」 （ 2.8% ）、 「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 5.0% ）、「 どちら と も いえない」（ 17.1% ）、「 どちら か

と いえばそう 思わない」（ 17.0% ）、「 そう 思わない」（ 58.2% ） であっ た。「 そう 思わない」 と  「 どちら かと いえばそう 思わない」

で合わせて 75.2% であり 、 ４ 人のう ち３ 人は「 責任を と っ て自殺をするこ と は仕方がない」 と いう こ と に否定的な回答を し
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ていた。

　 年齢別でみた場合、 未成年世代は「 そう 思う 」 と の回答はみら れなかっ た。

【 質問９ －５ 】 自殺は、 その多く が防ぐ こ と のできる社会的な問題である。

　 総数でみた場合、「 そう 思う 」 （ 34.1% ）、 「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 33.9% ）、「 どちら と も いえない」（ 24.0% ）、「 どちら

かと いえばそう 思わない」（ 3.9% ）、「 そう 思わない」（ 4.1% ） であっ た。「 そう 思う 」 と  「 どちら かと いえばそう 思う 」 で７ 割

弱（ 68.0% ） の回答を占めていた。

　 年齢別でみた場合、 未成年世代では「 そう 思う 」 （ 31.8% ） と  「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 27.3% ） で 59.1% 、 現役世代で

は「 そう 思う 」 （ 30.3% ） と  「 どちら かと いえばそう 思う 」（ 35.9% ） で 66.2% 、 高齢世代では「 そう 思う 」 （ 41.1% ） と  「 どちら

かと いえばそう 思う 」（ 31.1% ） で 72.2% であり 、 年齢が高い層になるにつれて「 自殺は、 その多く が防ぐ こ と のでき る社会

的な問題である」 と いう こ と に同意傾向の回答の割合が増えていた。

■ COVID -19 後の変化

【 質問 10】 新型コ ロナウィ ルス感染症の拡大前（ 2020 年 3 月以前） と 比べて、 次のこ と について変化があり まし たか（ それぞ

れに○は１ つ）。

⑴食事の量

 

　 総数でみた場合、「 増えた」（ 4.0% ）、「 やや増えた」（ 13.5% ）、「 変化なし 」（ 69.3% ）、「 やや減っ た」（ 10.1% ）、「 減っ た」（ 3.1% ）

であっ た。

　 性別でみた場合、男性では「 増えた」（ 3.3% ） と「 やや増えた」（ 11.7% ） で 15.0% 、「 減っ た」（ 3.5% ） と「 やや減っ た」（ 11.3% ）

で 14.8% であり 、増える傾向と 減る傾向での回答の割合は、ほぼ同程度であっ た。 女性では「 増えた」（ 4.6% ） と「 やや増えた」

（ 14.6% ） で 19.2% 、「 減っ た」（ 2.8% ） と 「 やや減っ た」（ 9.3% ） で 12.1% であり 、 増える傾向の回答の割合の方が減る傾向の

回答の割合より も 多かっ た。

　 年齢別でみた場合、未成年世代では「 増えた」（ 6.1% ） と 「 やや増えた」（ 10.6% ） で 16.7% 、「 減っ た」（ 9.1% ） と 「 やや減っ

た」（ 7.6% ） でと も に 16.7% であっ た。 現役世代では「 増えた」（ 5.0% ） と「 やや増えた」（ 16.8% ） で 21.8% 、「 減っ た」（ 2.4% ）

と 「 やや減っ た」（ 9.1% ） で 11.5% であり 、 増える傾向の回答の割合の方が減る傾向の回答の割合より も 多かっ た 。 高齢世代

では「 増えた」（ 2.1% ） と 「 やや増えた」（ 8.5% ） で 10.6% 、「 減っ た」（ 3.6% ） と 「 やや減っ た」（ 12.1% ） で 15.7% であり 、

減る傾向の回答の割合の方が増える傾向の回答の割合より も 多かっ た。
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⑵睡眠時間

　 総数でみた場合、「 増えた」（ 2.8% ）、「 やや増えた」（ 8.8% ）、「 変化なし 」（ 71.4% ）、「 やや減っ た」（ 12.6% ）、「 減っ た」（ 4.4% ）

であっ た。

　 性別でみた場合、男性では「 増えた」（ 1.7% ） と 「 やや増えた」（ 7.6% ） で 9.3% 、「 減っ た」（ 4.3% ） と 「 やや減っ た」（ 12.6% ）

で 16.9% であり 、 減る傾向の回答の割合の方が増える傾向の回答の割合より も 多かっ た 。 女性では「 増えた」（ 3.6% ） と 「 や

や増えた」（ 9.7% ） で 13.3% 、「 減っ た」（ 4.2% ） と 「 やや減っ た」（ 12.8% ） で 17.0% であり 、 減る傾向の回答の割合の方が増

える傾向の回答の割合より も 多かっ た。

　 年齢別でみた場合、未成年世代では「 増えた」（ 4.6% ） と「 やや増えた」（ 13.6% ） で 18.2% 、「 減っ た」（ 4.6% ） と「 やや減っ た」

（ 16.7% ）で 21.3% であり 、減る傾向の回答の割合の方が増える傾向の回答の割合より も 多かっ た。現役世代では「 増えた」（ 3.3% ）

と 「 やや増えた」（ 10.6% ） で 13.9% 、「 減っ た」（ 4.3% ） と 「 やや減っ た」（ 12.0% ） で 16.3% であり 、 減る傾向の回答の割合

の方が増える傾向の回答の割合より も 多かっ た。 高齢世代でも 「 増えた」（ 1.4% ） と 「 やや増えた」（ 5.3% ） で 6.7% 、「 減っ た」

（ 4.3% ） と 「 やや減っ た」（ 13.4% ） で 17.7% であり 、 減る傾向の回答の割合の方が増える傾向の回答の割合より も 多かっ た。

⑶運動量

　 総数でみた場合、「 増えた」（ 1.4% ）、「 やや増えた」 （ 5.2% ）、「 変化なし 」（ 41.4% ）、「 やや減っ た」（ 23.5％）、「 減っ た」（ 24.0% ）、

「 元から し ない」（ 4.5% ） であっ た。「 増えた」 と 「 やや増えた」 で 6.6% 、 「 減っ た」 と 「 やや減っ た」 で 47.5% であり 、 減る

傾向の回答の割合の方が増える傾向の回答の割合より も 多かっ た。

　 性別でみた場合、 男性よ り も 女性の方で運動量が減る 傾向 が示さ れた（  「 減っ た」 と 「 やや減っ た」 でそれぞれ 44.5% 、

49.9% ）。

⑷飲酒量

　 総数でみた場合、「 増えた」（ 2.8% ）、「 やや増えた」（ 7.0% ）、「 変化なし 」（ 30.7% ）、「 やや減っ た」（ 5.1% ）、「 減っ た」（ 8.0% ）、「 元
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から 飲まない」（ 46.4% ） であっ た。「 増えた」 と 「 やや増えた」 で 9.8% 、「 減っ た」 と 「 やや減っ た」 で 13.1% であり 、 減る

傾向の回答の割合の方が増える傾向の回答の割合より も 多かっ た。

　 性別でみた場合、男性では「 増えた」（ 3.5% ） と 「 やや増えた」（ 9.9% ） で 13.4% 、「 減っ た」（ 9.1% ） と 「 やや減っ た」（ 8.0% ）

で 17.1% であり 、 減る傾向の回答の割合の方が増える傾向の回答の割合より も 多かっ た 。 女性では「 増えた」（ 2.4% ） と 「 や

や増えた」（ 5.1% ） で 7.5% 、「 減っ た」（ 7.6% ） と 「 やや減っ た」（ 3.2% ） で 10.8% であり 、 減る傾向の回答の割合の方が増え

る傾向の回答の割合より も 多かっ た。

　 年齢別でみた場合、未成年世代では「 元から 飲まない」 と の回答が 95.3% であっ た。 現役世代では「 増えた」（ 4.6% ） と 「 や

や増えた」（ 8.9% ） で 13.5% 、「 減っ た」（ 10.4% ） と 「 やや減っ た」（ 6.0% ） で 16.4% であり 、 減る傾向の回答の割合の方が増

える傾向の回答の割合より も 多かっ た。 高齢世代でも 「 増えた」（ 0.2% ） と 「 やや増えた」（ 4.6% ） で 4.8% 、「 減っ た」（ 4.9% ）

と 「 やや減っ た」（ 4.2% ） で 9.1% であり 、 減る傾向の回答の割合の方が増える傾向の回答の割合より も 多かっ た。

⑸喫煙量

　

　 総数でみた場合、「 増えた」（ 1.3% ）、「 やや増えた」（ 2.4% ）、「 変化なし 」（ 12.4% ）、「 やや減っ た」（ 0.6% ）、「 減っ た」（ 1.0% ）、

「 元から し ない」 が 82.2% であっ た。 また、「 増えた」 と 「 やや増えた」 で 3.7% 、「 減っ た」 と 「 やや減っ た」 で 1.6% であり 、

増える傾向の回答の割合の方が減る傾向の回答の割合より も 多かっ た。

　 性別でみた場合、 男性では 72.1% 、 女性では 88.8% が「 元から し ない」 と いう 回答であっ た。

　 年齢別でみた場合、 未成年世代では「 元から し ない」 と の回答が 95.4% であっ た。 現役世代では「 増えた」（ 2.1% ） と 「 や

や増えた」（ 3.3% ） で 5.4% 、「 減っ た」（ 0.8% ） と 「 やや減っ た」（ 0.7% ） で 1.5% であり 、 増える傾向の回答の割合の方が減

る傾向の回答の割合より も 多かっ た。 高齢世代では「 増えた」（ 0.3% ） と 「 やや増えた」（ 1.2% ） で 1.5% 、「 減っ た」（ 1.5% ）

と 「 やや減っ た」（ 0.5% ） で 2.0% であり 、 減る傾向の回答の割合の方が増える傾向の回答の割合より も 多かっ た。

⑹カ フ ェ イ ン摂取量

　 総数でみた場合、「 増えた」（ 2.2% ）、「 やや増えた」（ 12.1% ）、「 変化なし 」（ 63.9% ）、「 やや減っ た」（ 2.8% ）、「 減っ た」（ 3.3% ）、「 元

から 取ら ない」（ 15.8％） であっ た。「 増えた」 と 「 やや増えた」 で 14.3% 、「 減っ た」 と 「 やや減っ た」 で 6.1% であり 、 増え

る傾向の回答の割合の方が減る傾向の回答の割合より も 多かっ た。
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⑺ゲームをする時間

　 総数でみた場合、「 増えた」（ 6.7% ）、「 やや増えた」（ 12.8% ）、「 変化なし 」（ 21.2% ）、「 やや減っ た」（ 1.3% ）、「 減っ た」（ 2.4% ）、「 元

から し ない」（ 55.6% ） であっ た。「 増えた」 と 「 やや増えた」 で 19.5% 、「 減っ た」 と 「 やや減っ た」 で 3.7% であり 、 増える

傾向の回答の割合の方が減る傾向の回答の割合より も 多かっ た。

　 年齢別でみた場合、 未成年世代では「 増えた」（ 23.1% ） と 「 やや増えた」 （ 24.6% ） で約５ 割（ 47.7% ） を占めていた。

■ K6

【 質問 11】 K6 は米国の Kessler ら によっ て、う つ病・ 不安障害などの精神疾患をスク リ ーニングするこ と を目的と し て開発さ れ、

一般住民を 対象と し た調査で心理的スト レスを含む何ら かの精神的な問題の程度を表す指標と し て広く 利用さ れている。 6 項

目（ ５ 件法） で構成さ れており 、 合計点が高いほど精神的な問題がより 重い可能性があると さ れているが、 今回は心理的スト

レス反応相当と さ れる５ 点、 気分・ 不安障害相当と さ れる 10 点、 重症精神障害相当と さ れる 13 点をカ ッ ト オフ ポイ ント と し 、

それぞれの結果を示す。

⑴心理的スト レス反応相当

　 総数でみた場合、「 平常」（ 54.7% ）、「 心理的スト レス反応相当」（ 45.3% ） であっ た。

　 性別でみた場合、「 心理的スト レス相当」 に該当する割合について、 男性（ 42.0% ） より も 女性（ 47.1% ） の方がやや高い傾

向を示し た。

　 年齢別でみた場合、 未成年世代（ 50.0% ） と 現役世代（ 49.0% ） の約半数が「 心理的スト レス相当」 に該当し ていた。

⑵気分・ 不安障害相当

　 総数でみた場合、「 平常」（ 83.2% ）、「 気分・ 不安障害相当」（ 16.8% ） であっ た。

　 年齢別でみた場合、 未成年世代では 25.8% 、 現役世代 では 19.5% 、 高齢世代では 10.4% が「 気分・ 不安障害相当」 に該当
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し ており 、 年齢の低い層ほど「 気分・ 不安障害相当」 に該当する割合が高い傾向を示し た。

⑶重症精神障害相当

　 総数でみた場合、「 平常」（ 91.6% ）、「 重症精神障害相当」（ 8.4% ） であっ た。

　 年齢別でみた場合、未成年世代では 18.2% 、 現役世代 では 9.8% 、高齢世代では 4.5% が「 重症精神障害相当」に該当し ており 、

年齢の低い層ほど「 重症精神障害相当」 に該当する割合が高い傾向を示し た。

■ S-W H O-5-J

【 質問 12】 世界保健機関（ W H O） により 開発さ れた「 W H O-5 精神的健康状態表」（ ６ 件法） をより 利便性の高い検査と する

ために４ 件法にし たも のである。 最近２ 週間における気分状態を尋ねる５ 項目から 構成さ れ、 精神的健康を評価し 、 潜在的に

精神疾患を有する者や今後疾患に移行するリ スク がある者をスク リ ーニングするこ と ができ る。 稲垣他（ 2013） をも と に項目

得点を反転さ せて加算するこ と でスコ アを算出し 、 川崎市こ こ ろ の健康に関する意識調査（ 2020） になら っ て 5 点をカ ッ ト オ

フ 値に設定し 、 5 点以下を「 精神的健康悪化の状態」 と し た。

　 総数でみた場合、「 精神的健康悪化の状態」（ 25.3% ）、「 平常」（ 74.7% ）であり 、４ 人に１ 人が「 精神的健康悪化の状態」であっ た。

■新型コ ロナ感染症の拡大前後（ 2020 年 3 月以前、 以後） の希死念慮

【 質問 13】 新型コ ロナ感染症の拡大以降（ 2020 年 3 月〜現在） 死んでし まいたいと 思っ たこ と はあり ますか。
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【 質問 14】 新型コ ロナ感染症の拡大前（ 2020 年 3 月以前） に死んでし まいたいと 思っ たこ と はあり ますか。

【 質問 13】【 質問 14】 において、 COVID -19 感染拡大後に初めて希死念慮を持っ た方

●総数

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 総数でみた場合、 COVID -19 感染拡大後に初めて希死念慮を持っ た方は、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 21 名／ 1,294 名（ 1.62% ） であっ た。

●性別

⑴男性　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⑵女性

　 性別でみた場合、 COVID -19 感染拡大後に初めて希死念慮を持っ た方は、 男性では５ 名／ 492 名（ 1.02％）、 女性では 15 名

／ 770 名（ 1.95% ） であり 、 男性より も 女性の方の割合が多かっ た。

●年齢別

⑴ 15-19 歳　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⑵ 20-64 歳　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⑶ 65 歳以上

　 年齢別でみた場合、 未成年世代は該当者がいなかっ た。 現役世代では、 13 名／ 769 名（ 1.69％）、 高齢世代では 7 名／ 431

名（ 1.62% ） であっ た。
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■コ ーピング方略

【 質問 15-1】 日常生活の不満、 悩み、 苦労、 スト レ ス等を解消するために、 あなたはどのよう なこ と をし ているか、 あてはま

るも のを全て選んでく ださ い。

⑴日常のコ ーピング方略

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　「 好き なも のや美味し いも のを食べる」（ 60.7% ）、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　「 人に話を聞いても ら う 」（ 55.6% ）、「 睡眠をと る」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 49.2% ） が上位であっ た。

⑵日常のコ ーピング方略数

　 性別でみた場合、 男性より も 女性の方がより 多いスト レス解消法に取り 組んでいる。

　 年齢別でみた場合、 高齢者世代では、 他の世代に比べてスト レス解消法の数が少ない傾向が示さ れた。

【 質問 15-2】 新型コ ロナ感染症の拡大前（ 2020 年 3 月以前） と 比べ、 回数が減っ た、 またはし なく なっ たスト レス等解消法を

選んでく ださ い（ ○はいく つでも ）。

⑴ Covid-19 拡大後に減少し たコ ーピング方略

　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　「 人と 食事に行く 」（ 60.0% ）、「 旅行」（ 51.6% ）、「 人

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と お茶をし に行く 」（ 42.3% ） が上位であっ た。 対人

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 接触を避けるこ と 、 行動を抑制するこ と の推奨が反映

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ れた結果と いえる。
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⑵ Covid-19 拡大後に減少し たコ ーピング方略数

【 質問 15-3】 新型コ ロナ感染症の拡大前（ 2020 年 3 月以前） と 比べ、 回数が増えたスト レス等解消法を選んでく ださ い（ ○は

いく つでも ）。

⑴ COVID -19 拡大後に減少し たコ ーピング方略

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　「 ゲームをする・ 動画・ 映画・ テレビを見る」（ 37.3% ）、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　「 好き なも のや美味し いも のを食べる」（ 27.8% ）、「 睡

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 眠をと る」（ 22.9% ） が上位だっ た。

⑵ COVID -19 拡大後に増えたコ ーピング方略数
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12.2

11.9

2.1
2.4

27.8

0.5
37.3

1.1
5.4

15.2
17.5

7.9

30.0

10.8 51.0

7.5 47.1

9.0 55.9

43.9 51.5

39.8 53.3

37.5 51.0

38.3

45.4

35.1

33.3

4.6

6.9

11.566.7



■年齢

【 質問 17】 あなたの年齢を教えてく ださ い。

　 総数で みた 場合、 年齢の分布は 10 代が 5.2% 、 20 代が 7.7% 、 30 代が 11.2% 、 40 代が 17.4% 、 50 代が 16.5% 、 60 代が

16.3% 、 70 代が 16.0% 、 80 代が 9.7% であっ た。

　 性別でみた場合、 男性では 10 代が 4.7% 、 20 代が 6.3% 、 30 代が 8.9% 、 40 代が 19.1% 、 50 代が 16.6% 、 60 代が 18.5% 、 70

代が 17.2% 、 80 代が 8.7% 、 女性で は 10 代が 5.5% 、 20 代が 8.7% 、 30 代が 12.6% 、 40 代が 16.1% 、 50 代が 16.3% 、 60 代が

15.1% 、 70 代が 15.4% 、 80 代が 10.4% であっ た。

■同居家族

【 質問 18】 あなたの同居家族についてあてはまるも のを選んでく ださ い（ ○は１ つ）。 単身赴任や学生の一人暮ら し などは「 単

身世帯」、 寮やシェ アハウスは「 その他」 を選んでく ださ い。

　 総数でみた場合、「 ３ 世代以上」（ 6.9% ）、「 ２ 世代」（ 40.0% ）、「 夫婦のみ」（ 31.2% ）、「 単身」（ 16.4% ）、「 その他」（ 5.5% ） であっ た。

■職業

【 質問 19】 あなたの主たる職業を 選んでく ださ い（ ○は１ つ）。 学生でパート ・ アルバイ ト を さ れている方は「 学生」 を 選ん

でく ださ い。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 正規職員・ 従業員が約３ 割（ 31.9% ） を占めていた。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 およそ４ 人に１ 人が無職（ 年金受給者を含む）（ 23.4% ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 であっ た。 また、 新型コ ロナ感染拡大での失職・ 離職

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は 0.3% であっ た。

2.8 9.95.4

0.6

31.9 12.6 23.45.3 6.3

0.3 1.6

6.9 31.2

4.1 17.0

8.6 25.8

6.1 18.2

46.7 25.4

45.5 15.6

40.0

35.5

43.0

63.6

6.4

8.166.7 33.3

16.4 5.5

40.0 3.5

15.8 6.8

6.1 6.1

16.8 4.7

24.4 6.5

5.2 7.7 11.2 17.4 16.5 16.3 16.0 9.7

4.7 8.9 19.1 16.6 18.5 17.26.3 8.7

5.5 12.6 16.1 16.3 15.1 15.48.7 10.4

66.7 33.3



【 質問 20】 ご家庭の家計の余裕はどの程度あり ますか（ ○は１ つ）。

　 総数でみた場合、「 かなり 余裕がある」（ 3.5% ）、「「 ある程度余裕がある」（ 32.4% ）、「 どちら と も いえない」（ 28.0% ）、「 あま

り 余裕がない」（ 26.3% ）、「 まっ たく 余裕がない」（ 5.5% ） であっ た。

　 年齢別でみた場合、 現役世代では、「 あまり 余裕がない」 （ 27.3% ） と 「 まっ たく 余裕がない」（ 10.2% ） で約４ 割 (37.5% ） が

余裕がないと 回答し ていた。

【 質問 21】 あなたは現在、 結婚し ておら れますか（ ○は１ つ）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 未婚（ 21.4% ）、 既婚（ 64.0% ）、 離別・ 死別（ 14.6% ） であり 、 およそ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ 割の方が既婚者であっ た。

【 質問 22】 あなたはお子さ んがおら れますか。 同居・ 別居に関わら ずお答えく ださ い（ ○は１ つ）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 子ども がいる（ 70.4% ）、 子ども がいない（ 29.7% ） であり 、 およそ７

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 割の方がお子さ んをお持ちであっ た。

【 質問 23】 あなたは岡山市にどれく ら い住んでいますか（ ○は１ つ）。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ 年未満（ 6.6% ）、 ５ 年以上 10 年未満（ 7.0% ）、 10 年以上 20 年未満

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ 13.8% ）、 20 年以上（ 72.6% ） であり 、 およそ７ 割の方が岡山市在住 20

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 年以上であっ た。

21.4 64.0 14.6

21.4 64.070.4 29.7

13.8 72.67.06.6

3.5 28.0

3.3 26.1

3.6 29.3

40.4 21.5

32.0 27.2

28.4 24.8

32.4

34.7

31.3

24.6

3.4

2.933.3 66.7

26.3 5.5

26.3 9.7

26.0 9.9

7.7 6.2

27.3 10.2

34.2 9.6



４ ． 参考資料

■メ ンタ ルヘルスへの関心の程度について

【 質問１ 】 メ ンタ ルヘルス（ こ こ ろ の健康） にあなたはどの程度の関心があり ますか（ ○は１ つ）。

■メ ンタ ルヘルスに関する情報源について

【 質問２ －１ 】 不安やスト レスを感じ た際に、メ ンタ ルヘルス（ こ こ ろ の健康） に関する情報をあなたはどこ から 得ますか（ ○

はいく つでも ）。

【 質問２ －２ 】 不安やスト レスを感じ た際のメ ンタ ルヘルス（ こ こ ろの健康） に関する情報源の数



■メ ンタ ルヘルスに関し て参考にする（ 信頼する） 情報源について

【 質問３ 】【 質問２ －１ 】 で選んだ情報の中で、 最も あなたが参考にする（ 信頼する） も のはどれですか。

【 質問３ ： 年代別】【 質問２ －１ 】 で選んだ情報の中で、 最も あなたが参考にする（ 信頼する） も のはどれですか。

■不安やスト レスの解消の程度について

【 質問４ 】 不安やスト レスをあなたはう まく 発散・ 解消できていると 思いますか（ ○は１ つ）。



■悩みやスト レスの相談先について

【 質問５ －１ 】 悩みやスト レスを、 あなたは誰かに相談し ていますか（ ○はいく つでも ）

【 質問５ －２ 】 悩みやスト レスの相談先の数

■主観的幸福感の程度について

【 質問６ －１ 】 自分は幸福である

■人への信頼の程度について

【 質問６ －２ 】 一般的に人は信頼できる



■ソ ーシャ ル・ キャ ピタ ルについて

【 質問６ －３ 】 地域の人を信頼でき る

【 質問６ －４ 】 地域の人は、 多く の場合、 他の人の役に立と う と する

【 質問６ －５ 】 こ の地域の役に立ちたい

【 質問６ －６ 】 こ の地域の一員であると 実感できる



【 質問６ －７ 】 こ の地域の中でのつながり を大事にし たい

【 質問６ －８ 】 今後も こ の地域に住み続けたい

■周囲に気がかり な人がいた場合の対応について

【 質問７ 】 あなたの周囲（ 家族、 友人、 知人など） に健康や生活の状況が気になる人がいる場合、 あなたなら どう し ますか（ ○

は１ つ）。

■こ こ ろ の健康問題（ 精神疾患） に関する認識について

【 質問８ －１ 】 こ こ ろの健康問題（ 精神疾患） は生活習慣病と 同じ よう に、 誰も がかかり う る病気だ。



【 質問８ －２ 】 こ こ ろの健康問題（ 精神疾患） は早期に適切な治療や支援を受ければ多く は改善する。

■自殺について

【 質問９ －１ 】 生死は最終的に本人の判断に任せるべきだ。

【 質問９ －２ 】 自殺せずに生き ていれば良いこ と がある。

【 質問９ －３ 】 自殺する人は、 直前まで実行するかやめるか気持ちが揺れ動いている。



【 質問９ －４ 】 責任をと っ て自殺をするこ と は仕方がない。

【 質問９ －５ 】 自殺は、 その多く が防ぐ こ と のでき る社会的な問題である。

■ COVID -19 後の変化

【 質問 10】 新型コ ロナウィ ルス感染症の拡大前（ 2020 年 3 月以前） と 比べて、 次のこ と について変化があり まし たか（ それぞ

れに○は１ つ）。

⑴食事の量

⑵睡眠時間



⑶運動量

⑷飲酒量

⑸喫煙量

⑹カ フ ェ イ ン摂取量



⑺ゲームをする時間

■ K6

【 質問 11 － 1】 神経過敏に感じ まし たか。

【 質問 11 － 2】 絶望的だと 感じ まし たか。

【 質問 11 － 3】 そわそわ、 落ち着かなく 感じ まし たか



【 質問 11 － 4】 気分が沈み込んで、 何が起こ っ ても 気が晴れないよう に感じ まし たか。

【 質問 11 － 5】 何をするのも 骨折り だと 感じ まし たか。

【 質問 11 － 6】 自分は価値のない人間だと 感じ まし たか。

⑴心理的スト レス反応相当



⑵気分・ 不安障害相当

⑶重症精神障害相当

■ S-W H O-5J

【 質問 12 －１ 】 明るく 、 楽し い気分で過ごし た。

【 質問 12 －２ 】 落ち着いたリ ラ ッ ク スし た気分で過ごし た。



【 質問 12 －３ 】 意欲的で活動的に過ごし た。

【 質問 12 －４ 】 ぐ っ すり と 休め、 気持ちよく めざめた。

【 質問 12 －５ 】 日常生活の中に、 興味のあるこ と がたく さ んあっ た。

○ S-W H O-5J



■新型コ ロナ感染症の拡大前後（ 2020 年 3 月以前、 以後） の希死念慮

【 質問 13】 新型コ ロナ感染症の拡大以降（ 2020 年 3 月〜現在） 死んでし まいたいと 思っ たこ と はあり ますか。

【 質問 14】 新型コ ロナ感染症の拡大前（ 2020 年 3 月以前） に死んでし まいたいと 思っ たこ と はあり ますか。

■コ ーピング方略

【 質問 15 －１ 】 日常生活の不満、 悩み、 苦労、 スト レス等を解消するために、 あなたはどのよう なこ と をし ているか、 あては

まるも のを全て選んでく ださ い。

⑴日常のコ ーピング方略



⑵日常のコ ーピング方略数

【 質問 15 －２ 】 新型コ ロナ感染症の拡大前（ 2020 年 3 月以前） と 比べ、 回数が減っ た、 またはし なく なっ たスト レ ス等解消

法を選んでく ださ い（ ○はいく つでも ）。

⑴ COVID -19 拡大後に減少し たコ ーピング方略



⑵ COVID -19 拡大後に減少し たコ ーピング方略数

【 質問 15 －３ 】 新型コ ロナ感染症の拡大前（ 2020 年 3 月以前） と 比べ、回数が増えたスト レス等解消法を選んでく ださ い（ ○

はいく つでも ）。

⑴ COVID -19 拡大後に増えたコ ーピング方略



⑵ COVID -19 拡大後に増えたコ ーピング方略数

【 質問 16】 あなたの性別を教えてく ださ い。



【 質問 17】 あなたの年齢を教えてく ださ い。

【 質問 18】 あなたの同居家族についてあてはまるも のを選んでく ださ い（ ○は１ つ）。 単身赴任や学生の一人暮ら し などは「 単

身世帯」、 寮やシェ アハウスは「 その他」 を選んでく ださ い。

【 質問 19】 あなたの主たる職業を 選んでく ださ い（ ○は１ つ）。 学生でパート ・ アルバイ ト を さ れている方は「 学生」 を 選ん

でく ださ い。



【 質問 20】 ご家庭の家計の余裕はどの程度あり ますか（ ○は１ つ）。

【 質問 21】 あなたは現在、 結婚し ておら れますか（ ○は１ つ）。

【 質問 22】 あなたはお子さ んがおら れますか。 同居・ 別居に関わら ずお答えく ださ い（ ○は１ つ）。

【 質問 23】 あなたは岡山市にどれく ら い住んでいますか（ ○は１ つ）。


